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第　53　号

平成30年７月１日

　6月10日（日）、油谷総合運動公園をスタート・ゴールとして、第2回向津具ダブルマラソンが開催されました。
　種目は、ダブルフルマラソン（84.39km）・シングルフルマラソン（42.195km）・棚田ウォーク（約30km）
の3種目です。大会コースは、アップダウンの激しい難コースですが、元乃隅稲成神社や東後畑棚田などの、風光
明媚で神秘的な景観あふれる向津具半島の素晴らしい絶景がお迎えし、各エイドポイントでは地元の美味しい
食材とスタッフの優しさが、参加者の皆さまを癒します。今年の大会には、1,139人が参加しました。
　なお、ダブルマラソン・シングルフルマラソンの男女総合優勝者には、ＪＡＬ国内線航空券が贈呈されます。
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長門市シルバー人材センター

シルバー人材センターが
お手伝いします！

お申込み・お問合せは、お気軽にご相談ください

技能を必要とする分野

植木剪定

塗装

大工・左官

網戸張替

など

経理事務

パソコン編集

など

毛筆筆耕

受付事務

文書整理

調査事務

など

広報等の配布

検針・集金

など

公園清掃

園芸

除草・草刈

包装など

買い物や

通院の

付き添い

家事援助

など

駐車場管理

施設管理

など

専門技術分野

事務分野 折衝・外交の分野

屋内外の一般作業

サービス分野

管理分野

安全・適正就業について
センターには、会員の総意に
より定められた就業規則があ
ります。もし、万一の事故等が
発生した場合は、シルバー傷
害保険等（障害・賠償責任）で
対応します。

編 集 後 記
　
五
月
中
旬
に
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
事
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
に
お
い
て
は
急
激
な
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、世
の
中
で
発
生
す
る
仕
事
と
、そ
れ
を
こ
な
す
人
と

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
き
て
お
り
、特
に
若
年
者
は
３
Ｋ

（
き
つ
い・汚
い・危
険
）の
仕
事
を
嫌
う
傾
向
に
あ
り
ま

す
。そ
う
いっ
た
仕
事
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
回

っ
て
き
て
お
り
、全
国
的
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

貴
重
な
存
在
と
な
って
い
る
、と
の
内
容
で
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、将
来
に
わ
た
っ
て
我
々
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
会
員
に
求
め
ら
れ
る
業
務
は
益
々
増
大
す

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。し
か
し
、同
時
に
高
齢
者
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
就
業
中
の
事
故
や
、交
通
事
故
も
増
加

し
て
お
り
、深
刻
な
問
題
と
な
って
い
る
こ
と
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
暑
さ
が
続
き
ま
す
。お
互
い
事
故

の
無
い
よ
う
に
し
て
、暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　6月10日（日）、油谷総合運動公園をスタート・ゴールとして、第2回向津具ダブルマラソンが開催されました。

第２回　ＪＡＬ 向津具ダブルマラソンＬ 向津具ダブルマラソン
む か つ く

第２回　ＪＡＬ 向津具ダブルマラソン

三　隅
事務所

日　置
事務所

油　谷
事務所

・満58歳以上の健康で働く
　意欲のある方をお待ちして
　います！ 
・所要時間は、約１時間30分。 
・現在、雇用保険(失業保険)を受給中の方が、セ
　ンターの仕事をすると保険が停止します。不都
　合な方は終了後の入会をお願いします。 
・都合により変更する場合がありますので、電話
　でご確認のうえ、お越しください。

公益社団法人 長門市シルバー人材センター

総 務 委 員 会

会員募集中

む か つ く

長冨　隆士
山田恵美子
田部　京子
松尾　邦憲

委 員
〃
〃

廣田　隆男
守永　　勇
吉永　勝之

12月13日（木）
12月27日（木）

1月10日（木）
1月24日（木）
2月14日（木）
2月28日（木）
3月14日（木）
3月28日（木）

7月26日（木）
8月 9日（木）
8月23日（木）
9月13日（木）
9月27日（木）

10月11日（木）
10月25日（木）
11月 8日（木）
11月22日（木）
◆長門会場…シルバー人材センター事務局
　　　　　　（東深川正明市４区） 
　　　　　　午前10時～ 
◆油谷会場…シルバー人材センター油谷事務所
　　　　　　（油谷新別名） 
　　　　　　午後１時半～

チエブクロー
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平
成
三
十
年
度

定
時　総

会

　五
月
三
十
日（
水
）午
後
一
時
三
〇
分

か
ら
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

長
門
市
長
代
理

　大
谷
恒
雄
副
市
長
、

長
門
市
議
会
議
長
代
理

　重
廣
正
美

副
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
ご
来
賓
を
お

迎
え
し
て
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　総
会
は
、宗
重
理
事
の
開
会
の
こ
と
ば

の
後
、木
下
理
事
長
の
挨
拶
、来
賓
祝
辞
、

来
賓
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　続
い
て
議
長
に
油
谷
地
区
の
小
濱
善
文

氏
を
選
出
し
、議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　議
案
審
議
は
、第
一
号
議
案
の
平
成

二
十
九
年
度
事
業
報
告
の
承
認
を
含
め
、

提
出
三
議
案
に
つ
い
て
順
次
提
案
理
由
の

説
明
及
び
質
疑
が
行
わ
れ
、い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　議
事
終
了
後
、廣
田
理
事
の
閉
会
の
こ

と
ば
を
も
っ
て
盛
会
裡
に
定
時
総
会
を
終

え
ま
し
た
。

　　第
一
号
議
案

 「
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
の

　
　
　
　
　
　
　
　承
認
に
つ
い
て
」

　第
二
号
議
案

 「
平
成
二
十
九
年
度
収
支
決
算
報
告

　
　
　
　及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て
」

　我
が
国
の
経
済
情
勢
が
緩
や
か
に
回

復
し
て
い
る
中
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、団
塊
世
代
が

労
働
市
場
か
ら
退
出
し
て
い
る
も
の
の
、

セ
ン
タ
ー
会
員
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る

状
況
が
続
い
て
お
り
、会
員
の
増
強
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、事
業
実

績
に
つ
い
て
は
、総
受
注
額
が
対
前
年
度

比
五
･
九
％
の
減
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　引
き
続
き
収
支
決
算
報
告
並
び
に
監

事
の
堀
喜
一
郎
氏
に
よ
る
監
査
報
告
が
行

わ
れ
た
後
、両
議
案
は
、賛
成
多
数
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　第
三
号
議
案

 「
理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任
に
つ
い
て
」

　こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、山
口
県
知
事

に
提
出
す
る
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

報
告
等
の
関
係
書
類
、ま
た
一
般
の
閲
覧

に
供
す
る
書
類
等
に
関
し
ま
し
て
、会
員

の
権
利
義
務
に
関
し
な
い
軽
微
な
字
句

の
修
正
、違
算
や
誤
字
の
修
正
並
び
に
行

政
庁
か
ら
の
修
正
指
示
が
あ
っ
た
場
合
に

の
み
、そ
の
修
正
を
理
事
長
に一
任
い
た
だ

き
た
く
総
会
の
決
議
を
お
願
い
す
る
も

の
で
あ
る
。と
い
う
事
務
局
か
ら
の
提
案

理
由
の
説
明
が
あ
り
、賛
成
多
数
に
よ
り

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　報
告
第
一号

「
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
」

　報
告
第
二
号

「
平
成
三
十
年
度
収
支
予
算

  

及
び
資
金
調
達

  

及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て
」

　我
が
国
に
お
い
て
は
、元
気
で
行
動
的

な
高
齢
者
が
増
加
し
て
お
り
、「
一
億
総

活
躍
社
会
」の
実
現
に
向
け
て
、高
齢
者

が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
が
重
要
と
な
っ

て
い
る
。こ
う
し
た
中
で
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
、高
齢
者
の
受
け
皿
と
し
て

の
機
能
を
十
分
果
た
し
、地
域
社
会
の
支

え
手
と
な
る
た
め
に
も
会
員
及
び
就
業

機
会
の
拡
大
を
最
重
点
課
題
と
し
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　当
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
引

き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、こ
う
し

た
様
々
な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、関
係

諸
機
関
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
な
が

ら
、効
率
的
な
事
業
運
営
と
活
性
化
に
努

め
て
い
く
。

　続
い
て
平
成
三
十
年
度
収
支
予
算
及

び
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み

に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
内
容
の
説
明
が
あ

り
、両
報
告
を
終
わ
り
ま
し
た
。

④センターへ仕事を依頼されたときの職員の電話 ⑤ご利用されたときの仕事の出来栄えはいかがでしたか？
　対応・窓口対応はいかがでしたか？

⑥センターの利用料金について ⑦会員の態度(就業中の態度や、
　　あいさつ等のマナー等)はいかがでしたか？

⑧今後も仕事を頼んでみようと思うか？
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良い 普通 悪い 不明
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思う 思わない わからない 未回答

平成30年3月実施
個人家庭・事業所200件に調査し、回収数は120件（回収率 60.0％）でした。ご協力いただきました皆様、ありがとうございました。
問１　　回答者について

①お住まいの地域 ②性別
性　別 人　数 ％
男　性 59 49.2%
女　性
企　業

57 47.5%

未回答
1
3

0.8%
2.5%

合　計 120 100%

③年齢

問２　　シルバー人材センターについて
①今回ご利用された仕事の内容は? ②シルバー人材センターを何でお知りになりましたか?
（一番最近ご利用いただいたものをひとつお選びください）

③シルバー人材センターを利用されたきっかけは?
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企業

20～30歳

剪定

以前から利用

良い どちらかと
いえば良い

どちらかと
いえば悪い

悪い普通（どちら
ともいえない）

仕事が丁寧 料金が安い 知人の勧め 会員からの紹介 他に頼むところがない

草刈・草取り 家財処分・清掃等 管理業務等 その他

その他

未回答

未回答

未回答 良い
（やや満足）

悪い
（やや不満）

大変悪い
（不満足）

どちらでもない大変良い
（満足している）

未回答

その他 未回答ホーム
ページ

ケーブル
テレビ

センター
会報

知人の
紹介

就業中の
会員

チラシ・
リーフレット等

31～40歳 41歳～50歳 51歳～60歳 61歳～70歳 71歳～80歳 81歳以上 20歳以下 企業等 未回答

シルバー人材センターの利用に関するアンケート調査結果

49.2％47.5％

0.8％ 2.5％
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理 事 長

木下 紀一郎

理
事
長
あ
い
さ
つ

　平
成
三
十
年
度
公
益
社
団
法
人
　長
門

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
の
開

催
に
あ
た
り一言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　本
日
は
ご
多
忙
の
中
、こ
の
よ
う
に
多
く

の
会
員
の
皆
様
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、ま

こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、平

素
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
多
大

な
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
長
門
市
長

　大
西
倉
雄
様
を
は
じ
め
、

ご
来
賓
の
皆
様
方
に
は
、公
務
ご
多
用
の

中
、ご
臨
席
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　さ
て
、我
が
国
の
社
会
情
勢
は
、か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
超
高
齢
社
会
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、従
来
の
少
子
化
対
策
だ

け
で
な
く
、女
性
や
高
齢
者
の
働
き
方
改
革

な
ど
、人
口
減
を
前
提
と
し
た
社
会
の
仕
組

み
づ
く
り
を
早
急
に
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、政
府
が
提
唱
す
る「一億
総
活
躍

プ
ラ
ン
」は
、経
済
活
動
の
維
持
を
図
る
た

め
、高
齢
者
に
支
え
ら
れ
る
側
か
ら
支
え
る

側
に
回
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
図
も
あ

り
、高
齢
者
に
な
っ
て
も「
引
退
」し
な
い
時

代
は
目
前
に
迫
って
い
ま
す
。

　一
方
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻

く
環
境
に
つ
き
ま
し
て
は
、人
手
不
足
分
野

や
保
育
及
び
介
護
等
の
現
役
世
代
を
支
え

る
分
野
で
の
労
働
力
確
保
に
貢
献
す
る
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
地
域
社
会

の
中
で
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

事
業
の
根
幹
と
な
る
会
員
数
は
企
業
の
定

年
延
長
や
再
雇
用
制
度
の
拡
充
等
の
要
因

に
よ
り
全
国
的
に
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

　当
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
も
会
員
数
の

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、契
約
金
額
の

減
少
と
相
ま
って
依
然
と
し
て
厳
し
い
事
業

運
営
が
続
い
て
お
り
、今
後
、「
会
員
の
増

強
」と「
就
業
機
会
の
開
拓
」に
会
員・役
職

員
が
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
最

重
点
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
中
、国
及
び
市
な
ど
の
関
係
機

関
か
ら
の
ご
支
援
、特
に
長
門
市
に
お
い
て

は
補
助
金
の
支
援
や
公
共
事
業
等
発
注
の

維
持
に
特
段
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
対
し
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。こ
う
し
た
温
か
い
ご
支
援
を
受

け
な
が
ら
、市
民
の
皆
様
や
行
政
か
ら
信
頼

さ
れ
る
よ
う
会
員・役
職
員
が一丸
と
な
って

親
切・丁
寧
な
就
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
を
通
し
て
地
域
貢
献
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　平
成
二
十
九
年
度
の
事
業
実
績
の
概
要

に
つ
き
ま
し
て
は
、国
が
推
進
し
て
い
る
働

き
方
改
革
に
お
け
る
高
齢
者
の
就
業
促
進

に
応
え
る
た
め「
就
業
機
会
の
拡
大
」に
努

め
た
結
果
、前
年
度
に
比
べて
派
遣
契
約
金

額
は
六
十
六・八
％
の
大
幅
な
増
加
と
な
り

ま
し
た
が
、請
負
契
約
金
額
が
五・九
％
の

減
と
な
っ
た
た
め
、請
負・派
遣
を
合
わ
せ
た

総
契
約
金
額
は
三・一％
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

　ま
た
、安
全
就
業
の
取
り
組
み
で
は
、安

全
委
員
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や

職
群
班
長
に
よ
る
安
全
就
業
の
指
導・点
検

等
、事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
傷
害
事
故
が
多
発
し
ま
し
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
業
に
お
い
て「
安
全
就
業
」は
何
よ
り

も
大
切
で
す
。し
か
し
、安
全
就
業
の
重
要

性
を
理
解
し
た
だ
け
で
は
事
故
を
防
ぐ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。自
ら
の
安
全
に
つ
い
て
は
、

人
か
ら
言
わ
れ
る
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、一

人一人
が
安
全
意
識
の
徹
底
と
そ
の
高
揚
を

図
り
、常
に
安
全
就
業
を
心
が
け
る
こ
と
が

最
も
重
要
で
す
。

　ど
う
か
会
員
の
皆
様
に
は
健
康
で
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
と
就
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る

喜
び
を
感
じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、今
後

の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
発
展
の
た

め
に一層
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
な
り
ま
す
が
、長
門
市
を
は
じ
め

関
係
機
関
、関
係
事
業
所
等
の
限
り
な
い
ご

発
展
と
、会
員
の
皆
様
並
び
に
ご
家
族
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

役
職
員
の
紹
介

〈
役

　員
〉

　理

事

長

　木

　下

　紀
一
郎

　常
務
理
事

　橋

　本

　和

　則

　理

　
　事

　岡

　本

　善

　克

　
　

 

〃

　
　

 

三

　浦

　政

　雄

　
　

 

〃

　
　

 

田

　村

　耕

　治

　
　

 

〃

　
　

 

横

　田

　新

　吾

　
　

 

〃

　
　

 

長

　冨

　隆

　士

　
　

 

〃

　
　

 

宗

　重

　宏

　和

　
　

 

〃

　
　

 

廣

　田

　隆

　男

　
　

 

〃

　
　

 

山

　田

　恵
美
子

　
　

 

〃

　
　

 

寺

　岡

　秀

　勝

　監

　
　事

　杉

　村

　京

　子

　
　

 

〃

　
　

 

堀

　
　
　喜
一
郎

深
川
湯
本

　佐
貫

　勝
代

　一年
で
一
番
緑
が
豊
か
な
季
節
。
早
朝
、

散
歩
を
し
て
い
る
と
、
川
辺
の
笹
薮
か
ら
ウ

グ
イ
ス
の
囀
り
が
聞
き
放
題
。
自
然
の
中
で

ゆっ
く
り
暮
ら
せ
る
幸
せ
。

　歩
き
終
え
、
家
に
着
い
て
か
ら
「
シ
ル
バ

ー
だ
よ
り
」
に
目
を
通
す
。
会
報
の
原
稿

締
切
が
六
月
一
日
と
、
あ
と
二
週
間
後
と

な
っ
て
い
る
。
何
か
書
く
こ
と
は
な
い
か
と

記
憶
を
繰
れ
ば
、「
あ
ー
あ
っ
た
、
子
守
の

事
が
。」

　絶
好
の
桜
日
和
だ
っ
た
今
年
の
四
月
一
日
、

孫
二
人
、
老
人
二
人
で
満
開
の
桜
咲
く
お

寺
へ
。
ま
ず
参
詣
を
済
ま
せ
、
花
の
波
、
人

の
波
の
中
、
大
樹
の
下
に
シ
ー
ト
を
広
げ
、

手
作
り
簡
単
弁
当
で
小
宴
会
。
思
い
が
け

な
い
イ
ベ
ン
ト
に
二
人
の
児
は
目
と
目
を
合

わ
せ
、「
お
い
し
い
ね
ー
！
」
と
私
の
株
も

急
上
昇
。
児
に
歩
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
大
変

だ
が
、
こ
れ
が
幸
せ
か
も…

。

　ベ
ト
ナ
ム
の
民
族
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
女

性
参
拝
客
達
も
訪
れ
、
蝶
が
舞
う
よ
う
に

歩
く
そ
の
姿
に
、
参
道
が
急
に
華
や
ぐ
。
そ

れ
を
見
た
他
の
参
拝
客
か
ら
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

の
音
、
音
、
音
。
二
人
の
児
の
目
に
は
ど
う

映
っ
た
こ
と
か
。「
私
の
誕
生
日
、
フ
ワ
フ
ワ

着
る
ね
。」
と
三
歳
に
な
る
妹
が
駆
け
回
る
。

た
っ
ぷ
り
三
時
間
は
遊
び
、
拗
ね
る
児
た
ち

を
な
だ
め
な
が
ら
我
が
家
に
。

　さ
ぞ
疲
れ
た
だ
ろ
う
と
思
い
お
風
呂
に
入

れ
る
と
、
ス
ッ
キ
リ
し
た
の
か
興
奮
が
さ
め

き
れ
な
い
の
か
、
さ
っ
き
見
た
民
族
衣
装
を

真
似
、
ス
ト
ー
ル
、
ス
カ
ー
フ
を
巻
き
走
り

回
っ
て
い
る
。
そ
れ
見
た
主
人
が
面
白
可
笑

し
く
孫
た
ち
に
、

「
ビ
ン
タ
、は
る
（
張
る
）
ぞ
ー
」
と
言
う
と
、

「
は
っ
た
（
貼
っ
た
）
ら
剥
ぐ
も
ん
！
」
と

孫
た
ち
が
返
す
。

　我
慢
し
き
れ
ず
吹
き
出
す
私
達
に
、「
楽

し
い
ね
ー
！
」
の
声
で
再
び
四
人
で
笑
っ
て

し
ま
う
。
疲
れ
を
知
ら
ぬ
二
人
の
児
に
今
日

は
完
敗
。

　迎
え
が
来
る
と
、
大
き
な
声
で
「
ま
た
、

来
る
か
ら
ね
ー
」
の
繰
り
返
し
。
押
し
寄
せ

る
私
の
疲
れ
は
最
終
電
車
に
乗
せ
、
お
風
呂

に
つ
か
る
。
元
気
で
あ
れ
ば
何
よ
り
。

　ハ
ラ
ハ
ラ
、
ド
キ
ド
キ
の
子
守
だ
っ
た
が
、

笑
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る一日
で
し
た
。

「
笑
え
る
幸
せ
」

ひ
と
と
き

俳

　句

・
湯
上
り
の

　頬
涼
し
け
り

　若
葉
雨

・
ど
ん
ぐ
り
の

　実
の
音
激
し
く

　風
通
る

・
煌
煌
と

　黄
金
輝
く

　麦
畑

　
　
　
　
　
　
　
　深
川
湯
本

　
　大
田

　浩
己

・
野
仏
に

　供
え
て
有
り
し

　山
葡
萄

　
　
　
　
　
　
　
　深
川
湯
本

　
　佐
貫

　勝
代

短

　歌

・
う
と
ま
る
る

　老
い
て
暮
し
も

　
　良
薬
の

　緑
と
風
の

　野
辺
を
歩
ま
ん

　
　
　
　
　
　
　
　深
川
湯
本

　
　佐
貫

　勝
代

川

　柳

・
小
さ
な
手

　大
き
な
ふ
う
せ
ん

　追
う
児
か
な

・
浜
日
傘

　揺
れ
て
少
女
の

　胸
も
揺
れ

　
　
　
　
　
　
　
　深
川
湯
本

　
　佐
貫

　勝
代

シ
ル
バ
ー
文
芸

シ
ル
バ
ー
文
芸

ほ
お

こ
う
こ
う

の
ぼ
と
け

こ

や
ま
ぶ
ど
う

の

　べ

こ
が
ね

ね

す

は

こ



-７- -４-

会　員　数

業種別就業状況

契約金額（請負・委任）の推移

職群別就業状況 派遣事業実績

(平成30年３月31日現在)

公 共 事 業

一 般 企 業 等

個 人 ・ 家 庭

独 自 事 業

計

108,588

42,748

50,204

20

201,560

（単位：千円）

件　　　数（件）

契約金額（千円）

就業実人員（人）

就業延人員（人）

16

14,098

26

2,631

（単位：人）

技  　術  　群

技  　能    群

事 務 整 理 群

管  　理　  群

折 衝 外 交 群

一 般 作 業 群

サ ー ビ ス 群

計

3,454

33,558

1,319

74,358

3,497

84,037

1,337

201,560

（単位：千円）

（単位：千円）

60歳未満

男性 1

2

3

29

16

45

82

34

116

111

30

141

67

31

98

27

16

43

317

129

446

女性

計

60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80歳以上 計

54%
21%

25%
公共事業

一般企業等

個人・家庭

54%

36%

42%

16%

管理群 

一般作業群

技能群

36%

42%

16%
１%

１%
２%

２%

21%

25%

１%

公共事業
一般企業等

個人・家庭

独自事業 技術群

折衝
外交群

管理群 

事務
整理群

一般作業群

技能群

サービス群

（月   別）
当 年 度

４ 月
15,488 17,319 18,437 19,908 18,493 17,419 19,210 18,267 15,217 12,465 12,310 17,027 201,560

５ 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計

0

5000

10000

15000

20000

４ 月 ５ 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

長
門
地
区

　宮
本
沙
得
子

　認
知
症
を
患
っ
た
母
を
三
年
前
、身
体

の
不
自
由
だ
っ
た
夫
を
昨
年
亡
く
し
て
、

自
分
の
健
康
維
持
の
た
め
に
と
思
い
、シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会
に
参
加

し
入
会
い
た
し
ま
し
た
。

　年
中
家
に
い
る
と「
明
日
が
あ
る
か

ら
…
」と
な
か
な
か
片
付
か
な
か
っ
た
家

の
中
が
、仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
お

か
げ
か
、家
の
内
外
が
テ
キ
パ
キ
と
片
付

き
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
て
お
り
、大

変
有
難
く
思
って
い
ま
す
。

　健
康
が
続
く
か
ぎ
り
地
域
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

仕
事
を
い
た
だ
い
て

長
門
地
区

　山

根

雅

尚

　仕
事
の
関
係
で
、三
年
前
に
長
門
へ
帰

って
き
ま
し
た
。故
郷
と
は
い
え
、四
十
三

年
も
離
れ
て
い
た
の
で
、浦
島
太
郎
の
気

分
で
す
。

　四
月
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、健
康

に
気
を
つ
け
て
、安
心・安
全
を
モ
ッ
ト
ー

に
頑
張
って
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　趣
味
は
卓
球
で
、仙
崎
ク
ラ
ブ
に
所
属

し
、週
に
二
回
練
習
を
し
て
、時
々
ロ
ー
カ

ル
の
試
合
に
出
て
い
ま
す
。

　皆
様
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 新

人
で
す
。
よ
ろ
し
く

日
置
地
区

　吉

津

英

紀

　昨
年
退
職
し
、毎
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

し
て
お
り
ま
す
。健
康
の
た
め
、有
意
義

な
生
活
を
送
る
た
め
に
と
、こ
の
度
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
ま
し
た
。

　「
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば
」

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

初

め

ま

し

て

長
門
地
区

　吉

冨

敏

子

　少
子
高
齢
社
会
の
中
で
、労
働
人
口

が
減
少
し
て
お
り
、「
次
世
代
の
人
た
ち

は
大
変
だ
な
…
」と
感
じ
な
が
ら
、自
分

に
何
が
で
き
る
訳
で
も
な
し
、と
畑
の
草

む
し
り
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　私
も
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た
が
、幸
い
ま
だ
元
気
に
動
く
事
が
出
来

る
の
で
、何
か
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思

い
、こ
の
た
び
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
い
た
し
ま
し
た
。

　汗
を
流
し
て
働
く
と
、健
康
の
た
め
に

も
良
く
、ま
た
人
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

と
、自
分
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
れ
、感

謝
し
て
い
ま
す
。

　微
力
で
す
が
、皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
一
年
生
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長
門
地
区

　伊

達

　徹

　
昨
年
、幼
稚
園
の
仕
事
を
引
退
。こ
れ

か
ら
の
人
生
を
ど
う
生
き
る
か
私
の
大

き
い
課
題
で
す
。

　
私
の
信
条
は
可
能
な
限
り
誰
か
の
役

に
立
ち
、感
謝
さ
れ
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
で

あ
る
と
考
え
て
来
ま
し
た
。そ
し
て
、生

活
の
中
で
筆
を
使
う
こ
と
を
心
が
け
て

来
ま
し
た
の
で
、こ
の
力
を
生
か
し
、文

字
で
役
立
ち
た
い
と
思
い
、シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
な
り
ま
し
た
。

　
八
十
の
手
習
い
で
、毎
日
短
時
間
で
は

あ
り
ま
す
が
、特
技
が
生
か
せ
る
よ
う
頑

張
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

特

技

を

つ

く

る

三
隅
地
区

　田
中
む
つ
子

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て

一年
が
経
ち
ま
し
た
。暑
い
季
節
に
初
め

て
の
仕
事
で
苦
労
も
し
ま
し
た
が
、他
の

会
員
の
方
々
に
教
わ
り
な
が
ら
少
し
ず
つ

慣
れ
て
き
ま
し
た
。

　
仕
事
は
、草
刈
り・剪
定
の
後
始
末
や
、

時
々
草
取
り
を
し
て
い
ま
す
。草
刈
り
後

の
綺
麗
に
な
っ
た
の
を
見
る
と
達
成
感
が

あ
り
、屋
外
の
仕
事
で
す
が
、青
空
の
下

で
働
く
の
も
悪
く
は
な
い
で
す
。ま
た
、知

ら
な
い
場
所
で
の
仕
事
を
通
じ
て
、三
隅

を
も
っ
と
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
も

良
か
っ
た
で
す
。

　一年
が
過
ぎ
、き
つ
い
仕
事
も
あ
り
ま

す
が
、い
ろ
い
ろ
な
人
と
も
交
流
が
で
き
、

と
て
も
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
週
二
日
程
度
の
ペ
ー
ス
で
仕
事

が
出
来
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

一
年
を
振
り
返
っ
て

日
置
地
区

　藤

井

克

美

　
現
役
の
頃
の
職
種
は
事
務
系
で
し
た

が
、退
職
し
、健
康
維
持
の
た
め
に
も
第

二
の
人
生
は
体
を
動
か
す
仕
事
が
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
草
刈
り
機
も
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
も
自
己
流

で
す
の
で
、仕
事
で
使
う
に
は一度
き
ち
ん

と
勉
強
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

開
催
す
る『
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
』に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、そ
れ
が
縁
で
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
す
が
、ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
に
参
加
し
て

長
門
地
区

　永

井

武

司

　
昨
年
三
月
末
、公
務
員
を
定
年
退
職

し
、九
月
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
し
ま
し
た
。

　
私
は
サ
ッ
カ
ー
大
好
き
人
間
で
、六
月

十
四
日
に
開
幕
す
る
ロ
シ
ア
Ｗ
杯
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。日
本
代
表
も
出
場
し

ま
す
が
、こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
現
時

点（
六
月一日
）で
の
私
の
予
想
は
、日
本

は
二
分
け一敗（
コ
ロ
ン
ビ
ア
、セ
ネ
ガ
ル
と

は
引
き
分
け
、ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は
敗
れ
る
）

で
、決
勝
は
ベ
ル
ギ
ー
対
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に

な
る
の
で
は
？
と
予
想
し
て
い
ま
す
。日

本
に
つ
い
て
は
い
い
方
に
は
ず
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
が
、い
ず
れ
に
し
て

も
寝
不
足
の
日
々
が
続
き
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。皆

さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

サ
ッ
カ
ー
大
好
き

全国統一スローガン

「事故防止、急ぐな、あせるな、気を抜くな」

全
国
安
全
就
業
強
化
月
間

全
国
安
全
就
業
強
化
月
間

全
国
安
全
就
業
強
化
月
間

◇
◇
◇

　安
全
が
全
て
に
優
先
す
る

　◇
◇
◇

平
成
三
十
年
度
安
全
就
業
対
策

　

(

１)

　安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
開
催
、
「
安
全
・
適
正
就
業
対

　
　
　
　策
基
本
計
画
」
の
策
定
及
び
事
故
の
要
因
分
析
と
具
体
的
な

　
　
　
　防
止
策
の
徹
底

   (

２)
　重
篤
事
故
に
つ
な
が
る
就
業
の
見
直
し

   (

３)

　ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
を
収
集
し
、
要
因
を
分
析

　
　
　
　し
た
対
策
を
講
じ
た
事
故
の
防
止
の
徹
底

　

(

４)

　就
業
途
上
に
お
け
る
交
通
事
故
の
防
止

　

(

５)

　安
全
就
業
対
策
の
総
点
検
の
実
施

   (

６)

　安
全
・
適
正
就
業
の
研
修
及
び
点
検

　

(

７)

　会
員
か
ら
の
安
全
標
語
の
募
集
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　・
施
設
・
就
業
現
場
等
へ
の
安
全
標
語
、
垂
れ
幕
、
ノ
ボ
リ

　
　
　
　等
の
掲
示
な
ど
に
よ
る
会
員
す
べ
て
の
安
全
意
識
の
徹
底

　

(

８)

　会
報
等
へ
の
安
全
意
識
啓
発
の
た
め
の
特
集
記
事
の
掲
載

　

(

９)

　会
員
に
対
し
て
安
全
意
識
啓
発
及
び
情
報
の
共
有
化
を
図
る

　
　
　
　た
め
の
資
料
等
の
配
布
な
ど

　

(

10)

　月
間
中
に
お
け
る
「 

安
全
意
識
高
揚
の
日 

」
の
設
定
及
び

　
　
　
　安
全
表
彰
の
実
施

会
員
の

ひ
ろ
ば

安全標語
こ
れ
く
ら
い
と
、思
う
心
に

　
　
　
　
　
　
　
　
落
と
し
穴

侮
る
な

　
　
慣
れ
た
作
業
も
基
本
に
戻
れ

日
置
地
区

　
　吉
永
勝
之



-５- -６-

長
門
地
区

　伊

達

　徹

　
昨
年
、幼
稚
園
の
仕
事
を
引
退
。こ
れ

か
ら
の
人
生
を
ど
う
生
き
る
か
私
の
大

き
い
課
題
で
す
。

　
私
の
信
条
は
可
能
な
限
り
誰
か
の
役

に
立
ち
、感
謝
さ
れ
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
で

あ
る
と
考
え
て
来
ま
し
た
。そ
し
て
、生

活
の
中
で
筆
を
使
う
こ
と
を
心
が
け
て

来
ま
し
た
の
で
、こ
の
力
を
生
か
し
、文

字
で
役
立
ち
た
い
と
思
い
、シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
な
り
ま
し
た
。

　
八
十
の
手
習
い
で
、毎
日
短
時
間
で
は

あ
り
ま
す
が
、特
技
が
生
か
せ
る
よ
う
頑

張
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

特

技

を

つ

く

る

三
隅
地
区

　田
中
む
つ
子

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て

一年
が
経
ち
ま
し
た
。暑
い
季
節
に
初
め

て
の
仕
事
で
苦
労
も
し
ま
し
た
が
、他
の

会
員
の
方
々
に
教
わ
り
な
が
ら
少
し
ず
つ

慣
れ
て
き
ま
し
た
。

　
仕
事
は
、草
刈
り・剪
定
の
後
始
末
や
、

時
々
草
取
り
を
し
て
い
ま
す
。草
刈
り
後

の
綺
麗
に
な
っ
た
の
を
見
る
と
達
成
感
が

あ
り
、屋
外
の
仕
事
で
す
が
、青
空
の
下

で
働
く
の
も
悪
く
は
な
い
で
す
。ま
た
、知

ら
な
い
場
所
で
の
仕
事
を
通
じ
て
、三
隅

を
も
っ
と
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
も

良
か
っ
た
で
す
。

　一年
が
過
ぎ
、き
つ
い
仕
事
も
あ
り
ま

す
が
、い
ろ
い
ろ
な
人
と
も
交
流
が
で
き
、

と
て
も
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
週
二
日
程
度
の
ペ
ー
ス
で
仕
事

が
出
来
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

一
年
を
振
り
返
っ
て

日
置
地
区

　藤

井

克

美

　
現
役
の
頃
の
職
種
は
事
務
系
で
し
た

が
、退
職
し
、健
康
維
持
の
た
め
に
も
第

二
の
人
生
は
体
を
動
か
す
仕
事
が
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
草
刈
り
機
も
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
も
自
己
流

で
す
の
で
、仕
事
で
使
う
に
は一度
き
ち
ん

と
勉
強
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

開
催
す
る『
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
』に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、そ
れ
が
縁
で
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
す
が
、ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
に
参
加
し
て

長
門
地
区

　永

井

武

司

　
昨
年
三
月
末
、公
務
員
を
定
年
退
職

し
、九
月
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
し
ま
し
た
。

　
私
は
サ
ッ
カ
ー
大
好
き
人
間
で
、六
月

十
四
日
に
開
幕
す
る
ロ
シ
ア
Ｗ
杯
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。日
本
代
表
も
出
場
し

ま
す
が
、こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
現
時

点（
六
月一日
）で
の
私
の
予
想
は
、日
本

は
二
分
け一敗（
コ
ロ
ン
ビ
ア
、セ
ネ
ガ
ル
と

は
引
き
分
け
、ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は
敗
れ
る
）

で
、決
勝
は
ベ
ル
ギ
ー
対
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に

な
る
の
で
は
？
と
予
想
し
て
い
ま
す
。日

本
に
つ
い
て
は
い
い
方
に
は
ず
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
が
、い
ず
れ
に
し
て

も
寝
不
足
の
日
々
が
続
き
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。皆

さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

サ
ッ
カ
ー
大
好
き

全国統一スローガン

「事故防止、急ぐな、あせるな、気を抜くな」

全
国
安
全
就
業
強
化
月
間

全
国
安
全
就
業
強
化
月
間

全
国
安
全
就
業
強
化
月
間

◇
◇
◇

　安
全
が
全
て
に
優
先
す
る

　◇
◇
◇

平
成
三
十
年
度
安
全
就
業
対
策

　

(

１)

　安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
開
催
、
「
安
全
・
適
正
就
業
対

　
　
　
　策
基
本
計
画
」
の
策
定
及
び
事
故
の
要
因
分
析
と
具
体
的
な

　
　
　
　防
止
策
の
徹
底

   (

２)

　重
篤
事
故
に
つ
な
が
る
就
業
の
見
直
し

   (

３)

　ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
を
収
集
し
、
要
因
を
分
析

　
　
　
　し
た
対
策
を
講
じ
た
事
故
の
防
止
の
徹
底

　

(

４)

　就
業
途
上
に
お
け
る
交
通
事
故
の
防
止

　

(

５)

　安
全
就
業
対
策
の
総
点
検
の
実
施

   (

６)

　安
全
・
適
正
就
業
の
研
修
及
び
点
検

　

(

７)

　会
員
か
ら
の
安
全
標
語
の
募
集
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　・
施
設
・
就
業
現
場
等
へ
の
安
全
標
語
、
垂
れ
幕
、
ノ
ボ
リ

　
　
　
　等
の
掲
示
な
ど
に
よ
る
会
員
す
べ
て
の
安
全
意
識
の
徹
底

　

(

８)

　会
報
等
へ
の
安
全
意
識
啓
発
の
た
め
の
特
集
記
事
の
掲
載

　

(

９)

　会
員
に
対
し
て
安
全
意
識
啓
発
及
び
情
報
の
共
有
化
を
図
る

　
　
　
　た
め
の
資
料
等
の
配
布
な
ど

　

(

10)

　月
間
中
に
お
け
る
「 

安
全
意
識
高
揚
の
日 

」
の
設
定
及
び

　
　
　
　安
全
表
彰
の
実
施

会
員
の

ひ
ろ
ば

安全標語
こ
れ
く
ら
い
と
、思
う
心
に

　
　
　
　
　
　
　
　
落
と
し
穴

侮
る
な

　
　
慣
れ
た
作
業
も
基
本
に
戻
れ

日
置
地
区

　
　吉
永
勝
之
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会　員　数

業種別就業状況

契約金額（請負・委任）の推移

職群別就業状況 派遣事業実績

(平成30年３月31日現在)

公 共 事 業

一 般 企 業 等

個 人 ・ 家 庭

独 自 事 業

計

108,588

42,748

50,204

20

201,560

（単位：千円）

件　　　数（件）

契約金額（千円）

就業実人員（人）

就業延人員（人）

16

14,098

26

2,631

（単位：人）

技  　術  　群

技  　能    群

事 務 整 理 群

管  　理　  群

折 衝 外 交 群

一 般 作 業 群

サ ー ビ ス 群

計

3,454

33,558

1,319

74,358

3,497

84,037

1,337

201,560

（単位：千円）

（単位：千円）

60歳未満

男性 1

2

3

29

16

45

82

34

116

111

30

141

67

31

98

27

16

43

317

129

446

女性

計

60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80歳以上 計

54%
21%

25%
公共事業

一般企業等

個人・家庭

54%

36%

42%

16%

管理群 

一般作業群

技能群

36%

42%

16%
１%

１%
２%

２%

21%

25%

１%

公共事業
一般企業等

個人・家庭

独自事業 技術群

折衝
外交群

管理群 

事務
整理群

一般作業群

技能群

サービス群

（月   別）
当 年 度

４ 月
15,488 17,319 18,437 19,908 18,493 17,419 19,210 18,267 15,217 12,465 12,310 17,027 201,560

５ 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計

0

5000

10000

15000

20000

４ 月 ５ 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

長
門
地
区

　宮
本
沙
得
子

　認
知
症
を
患
っ
た
母
を
三
年
前
、身
体

の
不
自
由
だ
っ
た
夫
を
昨
年
亡
く
し
て
、

自
分
の
健
康
維
持
の
た
め
に
と
思
い
、シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会
に
参
加

し
入
会
い
た
し
ま
し
た
。

　年
中
家
に
い
る
と「
明
日
が
あ
る
か

ら
…
」と
な
か
な
か
片
付
か
な
か
っ
た
家

の
中
が
、仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
お

か
げ
か
、家
の
内
外
が
テ
キ
パ
キ
と
片
付

き
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
て
お
り
、大

変
有
難
く
思
って
い
ま
す
。

　健
康
が
続
く
か
ぎ
り
地
域
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

仕
事
を
い
た
だ
い
て

長
門
地
区

　山

根

雅

尚

　仕
事
の
関
係
で
、三
年
前
に
長
門
へ
帰

って
き
ま
し
た
。故
郷
と
は
い
え
、四
十
三

年
も
離
れ
て
い
た
の
で
、浦
島
太
郎
の
気

分
で
す
。

　四
月
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、健
康

に
気
を
つ
け
て
、安
心・安
全
を
モ
ッ
ト
ー

に
頑
張
って
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　趣
味
は
卓
球
で
、仙
崎
ク
ラ
ブ
に
所
属

し
、週
に
二
回
練
習
を
し
て
、時
々
ロ
ー
カ

ル
の
試
合
に
出
て
い
ま
す
。

　皆
様
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 新

人
で
す
。
よ
ろ
し
く

日
置
地
区

　吉

津

英

紀

　昨
年
退
職
し
、毎
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

し
て
お
り
ま
す
。健
康
の
た
め
、有
意
義

な
生
活
を
送
る
た
め
に
と
、こ
の
度
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
ま
し
た
。

　「
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば
」

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

初

め

ま

し

て

長
門
地
区

　吉

冨

敏

子

　少
子
高
齢
社
会
の
中
で
、労
働
人
口

が
減
少
し
て
お
り
、「
次
世
代
の
人
た
ち

は
大
変
だ
な
…
」と
感
じ
な
が
ら
、自
分

に
何
が
で
き
る
訳
で
も
な
し
、と
畑
の
草

む
し
り
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　私
も
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た
が
、幸
い
ま
だ
元
気
に
動
く
事
が
出
来

る
の
で
、何
か
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思

い
、こ
の
た
び
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
い
た
し
ま
し
た
。

　汗
を
流
し
て
働
く
と
、健
康
の
た
め
に

も
良
く
、ま
た
人
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

と
、自
分
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
れ
、感

謝
し
て
い
ま
す
。

　微
力
で
す
が
、皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
一
年
生
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理 事 長

木下 紀一郎

理
事
長
あ
い
さ
つ

　平
成
三
十
年
度
公
益
社
団
法
人
　長
門

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
の
開

催
に
あ
た
り一言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　本
日
は
ご
多
忙
の
中
、こ
の
よ
う
に
多
く

の
会
員
の
皆
様
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、ま

こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、平

素
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
多
大

な
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
長
門
市
長

　大
西
倉
雄
様
を
は
じ
め
、

ご
来
賓
の
皆
様
方
に
は
、公
務
ご
多
用
の

中
、ご
臨
席
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　さ
て
、我
が
国
の
社
会
情
勢
は
、か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
超
高
齢
社
会
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、従
来
の
少
子
化
対
策
だ

け
で
な
く
、女
性
や
高
齢
者
の
働
き
方
改
革

な
ど
、人
口
減
を
前
提
と
し
た
社
会
の
仕
組

み
づ
く
り
を
早
急
に
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、政
府
が
提
唱
す
る「一億
総
活
躍

プ
ラ
ン
」は
、経
済
活
動
の
維
持
を
図
る
た

め
、高
齢
者
に
支
え
ら
れ
る
側
か
ら
支
え
る

側
に
回
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
図
も
あ

り
、高
齢
者
に
な
っ
て
も「
引
退
」し
な
い
時

代
は
目
前
に
迫
って
い
ま
す
。

　一
方
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻

く
環
境
に
つ
き
ま
し
て
は
、人
手
不
足
分
野

や
保
育
及
び
介
護
等
の
現
役
世
代
を
支
え

る
分
野
で
の
労
働
力
確
保
に
貢
献
す
る
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
地
域
社
会

の
中
で
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

事
業
の
根
幹
と
な
る
会
員
数
は
企
業
の
定

年
延
長
や
再
雇
用
制
度
の
拡
充
等
の
要
因

に
よ
り
全
国
的
に
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

　当
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
も
会
員
数
の

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、契
約
金
額
の

減
少
と
相
ま
って
依
然
と
し
て
厳
し
い
事
業

運
営
が
続
い
て
お
り
、今
後
、「
会
員
の
増

強
」と「
就
業
機
会
の
開
拓
」に
会
員・役
職

員
が
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
最

重
点
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
中
、国
及
び
市
な
ど
の
関
係
機

関
か
ら
の
ご
支
援
、特
に
長
門
市
に
お
い
て

は
補
助
金
の
支
援
や
公
共
事
業
等
発
注
の

維
持
に
特
段
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
対
し
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。こ
う
し
た
温
か
い
ご
支
援
を
受

け
な
が
ら
、市
民
の
皆
様
や
行
政
か
ら
信
頼

さ
れ
る
よ
う
会
員・役
職
員
が一丸
と
な
って

親
切・丁
寧
な
就
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
を
通
し
て
地
域
貢
献
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　平
成
二
十
九
年
度
の
事
業
実
績
の
概
要

に
つ
き
ま
し
て
は
、国
が
推
進
し
て
い
る
働

き
方
改
革
に
お
け
る
高
齢
者
の
就
業
促
進

に
応
え
る
た
め「
就
業
機
会
の
拡
大
」に
努

め
た
結
果
、前
年
度
に
比
べて
派
遣
契
約
金

額
は
六
十
六・八
％
の
大
幅
な
増
加
と
な
り

ま
し
た
が
、請
負
契
約
金
額
が
五・九
％
の

減
と
な
っ
た
た
め
、請
負・派
遣
を
合
わ
せ
た

総
契
約
金
額
は
三・一％
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

　ま
た
、安
全
就
業
の
取
り
組
み
で
は
、安

全
委
員
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や

職
群
班
長
に
よ
る
安
全
就
業
の
指
導・点
検

等
、事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
傷
害
事
故
が
多
発
し
ま
し
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
業
に
お
い
て「
安
全
就
業
」は
何
よ
り

も
大
切
で
す
。し
か
し
、安
全
就
業
の
重
要

性
を
理
解
し
た
だ
け
で
は
事
故
を
防
ぐ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。自
ら
の
安
全
に
つ
い
て
は
、

人
か
ら
言
わ
れ
る
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、一

人一人
が
安
全
意
識
の
徹
底
と
そ
の
高
揚
を

図
り
、常
に
安
全
就
業
を
心
が
け
る
こ
と
が

最
も
重
要
で
す
。

　ど
う
か
会
員
の
皆
様
に
は
健
康
で
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
と
就
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る

喜
び
を
感
じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、今
後

の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
発
展
の
た

め
に一層
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
な
り
ま
す
が
、長
門
市
を
は
じ
め

関
係
機
関
、関
係
事
業
所
等
の
限
り
な
い
ご

発
展
と
、会
員
の
皆
様
並
び
に
ご
家
族
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

役
職
員
の
紹
介

〈
役

　員
〉

　理

事

長

　木

　下

　紀
一
郎

　常
務
理
事

　橋

　本

　和

　則

　理

　
　事

　岡

　本

　善

　克

　
　

 

〃

　
　

 

三

　浦

　政

　雄

　
　

 

〃

　
　

 

田

　村

　耕

　治

　
　

 

〃

　
　

 

横

　田

　新

　吾

　
　

 

〃

　
　

 

長

　冨

　隆

　士

　
　

 

〃

　
　

 

宗

　重

　宏

　和

　
　

 

〃

　
　

 

廣

　田

　隆

　男

　
　

 

〃

　
　

 

山

　田

　恵
美
子

　
　

 

〃

　
　

 

寺

　岡

　秀

　勝

　監

　
　事

　杉

　村

　京

　子

　
　

 

〃

　
　

 

堀

　
　
　喜
一
郎

深
川
湯
本

　佐
貫

　勝
代

　一年
で
一
番
緑
が
豊
か
な
季
節
。
早
朝
、

散
歩
を
し
て
い
る
と
、
川
辺
の
笹
薮
か
ら
ウ

グ
イ
ス
の
囀
り
が
聞
き
放
題
。
自
然
の
中
で

ゆっ
く
り
暮
ら
せ
る
幸
せ
。

　歩
き
終
え
、
家
に
着
い
て
か
ら
「
シ
ル
バ

ー
だ
よ
り
」
に
目
を
通
す
。
会
報
の
原
稿

締
切
が
六
月
一
日
と
、
あ
と
二
週
間
後
と

な
っ
て
い
る
。
何
か
書
く
こ
と
は
な
い
か
と

記
憶
を
繰
れ
ば
、「
あ
ー
あ
っ
た
、
子
守
の

事
が
。」

　絶
好
の
桜
日
和
だ
っ
た
今
年
の
四
月
一
日
、

孫
二
人
、
老
人
二
人
で
満
開
の
桜
咲
く
お

寺
へ
。
ま
ず
参
詣
を
済
ま
せ
、
花
の
波
、
人

の
波
の
中
、
大
樹
の
下
に
シ
ー
ト
を
広
げ
、

手
作
り
簡
単
弁
当
で
小
宴
会
。
思
い
が
け

な
い
イ
ベ
ン
ト
に
二
人
の
児
は
目
と
目
を
合

わ
せ
、「
お
い
し
い
ね
ー
！
」
と
私
の
株
も

急
上
昇
。
児
に
歩
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
大
変

だ
が
、
こ
れ
が
幸
せ
か
も…

。

　ベ
ト
ナ
ム
の
民
族
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
女

性
参
拝
客
達
も
訪
れ
、
蝶
が
舞
う
よ
う
に

歩
く
そ
の
姿
に
、
参
道
が
急
に
華
や
ぐ
。
そ

れ
を
見
た
他
の
参
拝
客
か
ら
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

の
音
、
音
、
音
。
二
人
の
児
の
目
に
は
ど
う

映
っ
た
こ
と
か
。「
私
の
誕
生
日
、
フ
ワ
フ
ワ

着
る
ね
。」
と
三
歳
に
な
る
妹
が
駆
け
回
る
。

た
っ
ぷ
り
三
時
間
は
遊
び
、
拗
ね
る
児
た
ち

を
な
だ
め
な
が
ら
我
が
家
に
。

　さ
ぞ
疲
れ
た
だ
ろ
う
と
思
い
お
風
呂
に
入

れ
る
と
、
ス
ッ
キ
リ
し
た
の
か
興
奮
が
さ
め

き
れ
な
い
の
か
、
さ
っ
き
見
た
民
族
衣
装
を

真
似
、
ス
ト
ー
ル
、
ス
カ
ー
フ
を
巻
き
走
り

回
っ
て
い
る
。
そ
れ
見
た
主
人
が
面
白
可
笑

し
く
孫
た
ち
に
、

「
ビ
ン
タ
、は
る
（
張
る
）
ぞ
ー
」
と
言
う
と
、

「
は
っ
た
（
貼
っ
た
）
ら
剥
ぐ
も
ん
！
」
と

孫
た
ち
が
返
す
。

　我
慢
し
き
れ
ず
吹
き
出
す
私
達
に
、「
楽

し
い
ね
ー
！
」
の
声
で
再
び
四
人
で
笑
っ
て

し
ま
う
。
疲
れ
を
知
ら
ぬ
二
人
の
児
に
今
日

は
完
敗
。

　迎
え
が
来
る
と
、
大
き
な
声
で
「
ま
た
、

来
る
か
ら
ね
ー
」
の
繰
り
返
し
。
押
し
寄
せ

る
私
の
疲
れ
は
最
終
電
車
に
乗
せ
、
お
風
呂

に
つ
か
る
。
元
気
で
あ
れ
ば
何
よ
り
。

　ハ
ラ
ハ
ラ
、
ド
キ
ド
キ
の
子
守
だ
っ
た
が
、

笑
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る一日
で
し
た
。

「
笑
え
る
幸
せ
」

ひ
と
と
き

俳

　句

・
湯
上
り
の

　頬
涼
し
け
り

　若
葉
雨

・
ど
ん
ぐ
り
の

　実
の
音
激
し
く

　風
通
る

・
煌
煌
と

　黄
金
輝
く

　麦
畑

　
　
　
　
　
　
　
　深
川
湯
本

　
　大
田

　浩
己

・
野
仏
に

　供
え
て
有
り
し

　山
葡
萄

　
　
　
　
　
　
　
　深
川
湯
本

　
　佐
貫

　勝
代

短

　歌

・
う
と
ま
る
る

　老
い
て
暮
し
も

　
　良
薬
の

　緑
と
風
の

　野
辺
を
歩
ま
ん

　
　
　
　
　
　
　
　深
川
湯
本

　
　佐
貫

　勝
代

川

　柳

・
小
さ
な
手

　大
き
な
ふ
う
せ
ん

　追
う
児
か
な

・
浜
日
傘

　揺
れ
て
少
女
の

　胸
も
揺
れ

　
　
　
　
　
　
　
　深
川
湯
本

　
　佐
貫

　勝
代

シ
ル
バ
ー
文
芸

シ
ル
バ
ー
文
芸

ほ
お

こ
う
こ
う

の
ぼ
と
け

こ

や
ま
ぶ
ど
う

の

　べ

こ
が
ね

ね

す

は

こ
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平
成
三
十
年
度

定
時　総

会

　五
月
三
十
日（
水
）午
後
一
時
三
〇
分

か
ら
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

長
門
市
長
代
理

　大
谷
恒
雄
副
市
長
、

長
門
市
議
会
議
長
代
理

　重
廣
正
美

副
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
ご
来
賓
を
お

迎
え
し
て
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　総
会
は
、宗
重
理
事
の
開
会
の
こ
と
ば

の
後
、木
下
理
事
長
の
挨
拶
、来
賓
祝
辞
、

来
賓
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　続
い
て
議
長
に
油
谷
地
区
の
小
濱
善
文

氏
を
選
出
し
、議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　議
案
審
議
は
、第
一
号
議
案
の
平
成

二
十
九
年
度
事
業
報
告
の
承
認
を
含
め
、

提
出
三
議
案
に
つ
い
て
順
次
提
案
理
由
の

説
明
及
び
質
疑
が
行
わ
れ
、い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　議
事
終
了
後
、廣
田
理
事
の
閉
会
の
こ

と
ば
を
も
っ
て
盛
会
裡
に
定
時
総
会
を
終

え
ま
し
た
。

　　第
一
号
議
案

 「
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
の

　
　
　
　
　
　
　
　承
認
に
つ
い
て
」

　第
二
号
議
案

 「
平
成
二
十
九
年
度
収
支
決
算
報
告

　
　
　
　及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て
」

　我
が
国
の
経
済
情
勢
が
緩
や
か
に
回

復
し
て
い
る
中
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、団
塊
世
代
が

労
働
市
場
か
ら
退
出
し
て
い
る
も
の
の
、

セ
ン
タ
ー
会
員
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る

状
況
が
続
い
て
お
り
、会
員
の
増
強
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、事
業
実

績
に
つ
い
て
は
、総
受
注
額
が
対
前
年
度

比
五
･
九
％
の
減
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　引
き
続
き
収
支
決
算
報
告
並
び
に
監

事
の
堀
喜
一
郎
氏
に
よ
る
監
査
報
告
が
行

わ
れ
た
後
、両
議
案
は
、賛
成
多
数
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　第
三
号
議
案

 「
理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任
に
つ
い
て
」

　こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、山
口
県
知
事

に
提
出
す
る
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

報
告
等
の
関
係
書
類
、ま
た
一
般
の
閲
覧

に
供
す
る
書
類
等
に
関
し
ま
し
て
、会
員

の
権
利
義
務
に
関
し
な
い
軽
微
な
字
句

の
修
正
、違
算
や
誤
字
の
修
正
並
び
に
行

政
庁
か
ら
の
修
正
指
示
が
あ
っ
た
場
合
に

の
み
、そ
の
修
正
を
理
事
長
に一
任
い
た
だ

き
た
く
総
会
の
決
議
を
お
願
い
す
る
も

の
で
あ
る
。と
い
う
事
務
局
か
ら
の
提
案

理
由
の
説
明
が
あ
り
、賛
成
多
数
に
よ
り

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　報
告
第
一号

「
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
」

　報
告
第
二
号

「
平
成
三
十
年
度
収
支
予
算

  

及
び
資
金
調
達

  

及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て
」

　我
が
国
に
お
い
て
は
、元
気
で
行
動
的

な
高
齢
者
が
増
加
し
て
お
り
、「
一
億
総

活
躍
社
会
」の
実
現
に
向
け
て
、高
齢
者

が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
が
重
要
と
な
っ

て
い
る
。こ
う
し
た
中
で
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
、高
齢
者
の
受
け
皿
と
し
て

の
機
能
を
十
分
果
た
し
、地
域
社
会
の
支

え
手
と
な
る
た
め
に
も
会
員
及
び
就
業

機
会
の
拡
大
を
最
重
点
課
題
と
し
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　当
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
引

き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、こ
う
し

た
様
々
な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、関
係

諸
機
関
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
な
が

ら
、効
率
的
な
事
業
運
営
と
活
性
化
に
努

め
て
い
く
。

　続
い
て
平
成
三
十
年
度
収
支
予
算
及

び
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み

に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
内
容
の
説
明
が
あ

り
、両
報
告
を
終
わ
り
ま
し
た
。

④センターへ仕事を依頼されたときの職員の電話 ⑤ご利用されたときの仕事の出来栄えはいかがでしたか？
　対応・窓口対応はいかがでしたか？

⑥センターの利用料金について ⑦会員の態度(就業中の態度や、
　　あいさつ等のマナー等)はいかがでしたか？

⑧今後も仕事を頼んでみようと思うか？

88

14 16
22 0 0 2

69

45

44 0 0 2
0
10
20
30
40
50
60
70
80

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

33

77

38

22
0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

高い 普通 安い 未回答

82

12
18

8
0

20

40

60

80

100

良い 普通 悪い 不明

119

0 1 00
20
40
60
80
100
120
140

思う 思わない わからない 未回答

平成30年3月実施
個人家庭・事業所200件に調査し、回収数は120件（回収率 60.0％）でした。ご協力いただきました皆様、ありがとうございました。
問１　　回答者について

①お住まいの地域 ②性別
性　別 人　数 ％
男　性 59 49.2%
女　性
企　業

57 47.5%

未回答
1
3

0.8%
2.5%

合　計 120 100%

③年齢

問２　　シルバー人材センターについて
①今回ご利用された仕事の内容は? ②シルバー人材センターを何でお知りになりましたか?
（一番最近ご利用いただいたものをひとつお選びください）

③シルバー人材センターを利用されたきっかけは?

42

10
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16

47
42

10
5

16

47

0
0
5
10
15
20
25
30
35
40
45
50

長門地区 三隅地区 日置地区 油谷地区 市外・県外 未回答

男性
女性

未回答
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35

46
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14

4

27

5

51

13

27

1
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20

30

40

50
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39
35

49

31

9

26

8

0
0

10

20

30

40

50

60

企業

20～30歳

剪定

以前から利用

良い どちらかと
いえば良い

どちらかと
いえば悪い

悪い普通（どちら
ともいえない）

仕事が丁寧 料金が安い 知人の勧め 会員からの紹介 他に頼むところがない

草刈・草取り 家財処分・清掃等 管理業務等 その他

その他

未回答

未回答

未回答 良い
（やや満足）

悪い
（やや不満）

大変悪い
（不満足）

どちらでもない大変良い
（満足している）

未回答

その他 未回答ホーム
ページ

ケーブル
テレビ

センター
会報

知人の
紹介

就業中の
会員

チラシ・
リーフレット等

31～40歳 41歳～50歳 51歳～60歳 61歳～70歳 71歳～80歳 81歳以上 20歳以下 企業等 未回答

シルバー人材センターの利用に関するアンケート調査結果

49.2％47.5％

0.8％ 2.5％

良い 普通 悪い 不明
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　6月10日（日）、油谷総合運動公園をスタート・ゴールとして、第2回向津具ダブルマラソンが開催されました。
　種目は、ダブルフルマラソン（84.39km）・シングルフルマラソン（42.195km）・棚田ウォーク（約30km）
の3種目です。大会コースは、アップダウンの激しい難コースですが、元乃隅稲成神社や東後畑棚田などの、風光
明媚で神秘的な景観あふれる向津具半島の素晴らしい絶景がお迎えし、各エイドポイントでは地元の美味しい
食材とスタッフの優しさが、参加者の皆さまを癒します。今年の大会には、1,139人が参加しました。
　なお、ダブルマラソン・シングルフルマラソンの男女総合優勝者には、ＪＡＬ国内線航空券が贈呈されます。

平成30年度　入会説明会日程

委 員 長
副委員長
委 員
〃

公益社団法人
〒759-4101

〒 759-3803
長門市三隅下豊原
TEL 43-2588
FAX 43-2588

〒 759-4401
長門市日置上古市
TEL 37-2515
FAX 37-2515

〒 759-4503
長門市油谷新別名
TEL 33-0009
FAX 33-0009

TEL　0837－22－5639 FAX　0837－22－6547
山口県長門市東深川正明市４区

長門市シルバー人材センター

シルバー人材センターが
お手伝いします！

お申込み・お問合せは、お気軽にご相談ください

技能を必要とする分野

植木剪定

塗装

大工・左官

網戸張替

など

経理事務

パソコン編集

など

毛筆筆耕

受付事務

文書整理

調査事務

など

広報等の配布

検針・集金

など

公園清掃

園芸

除草・草刈

包装など

買い物や

通院の

付き添い

家事援助

など

駐車場管理

施設管理

など

専門技術分野

事務分野 折衝・外交の分野

屋内外の一般作業

サービス分野

管理分野

安全・適正就業について
センターには、会員の総意に
より定められた就業規則があ
ります。もし、万一の事故等が
発生した場合は、シルバー傷
害保険等（障害・賠償責任）で
対応します。

編 集 後 記
　
五
月
中
旬
に
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
事
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
に
お
い
て
は
急
激
な
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、世
の
中
で
発
生
す
る
仕
事
と
、そ
れ
を
こ
な
す
人
と

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
き
て
お
り
、特
に
若
年
者
は
３
Ｋ

（
き
つ
い・汚
い・危
険
）の
仕
事
を
嫌
う
傾
向
に
あ
り
ま

す
。そ
う
いっ
た
仕
事
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
回

っ
て
き
て
お
り
、全
国
的
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

貴
重
な
存
在
と
な
って
い
る
、と
の
内
容
で
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、将
来
に
わ
た
っ
て
我
々
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
会
員
に
求
め
ら
れ
る
業
務
は
益
々
増
大
す

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。し
か
し
、同
時
に
高
齢
者
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
就
業
中
の
事
故
や
、交
通
事
故
も
増
加

し
て
お
り
、深
刻
な
問
題
と
な
って
い
る
こ
と
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
暑
さ
が
続
き
ま
す
。お
互
い
事
故

の
無
い
よ
う
に
し
て
、暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。第２回　ＪＡＬ 向津具ダブルマラソン

む か つ く

第２回　ＪＡＬ 向津具ダブルマラソン

三　隅
事務所

日　置
事務所

油　谷
事務所

・満58歳以上の健康で働く
　意欲のある方をお待ちして
　います！ 
・所要時間は、約１時間30分。 
・現在、雇用保険(失業保険)を受給中の方が、セ
　ンターの仕事をすると保険が停止します。不都
　合な方は終了後の入会をお願いします。 
・都合により変更する場合がありますので、電話
　でご確認のうえ、お越しください。

公益社団法人 長門市シルバー人材センター

総 務 委 員 会

会員募集中

む か つ く

長冨　隆士
山田恵美子
田部　京子
松尾　邦憲

委 員
〃
〃

廣田　隆男
守永　　勇
吉永　勝之

12月13日（木）
12月27日（木）

1月10日（木）
1月24日（木）
2月14日（木）
2月28日（木）
3月14日（木）
3月28日（木）

7月26日（木）
8月 9日（木）
8月23日（木）
9月13日（木）
9月27日（木）

10月11日（木）
10月25日（木）
11月 8日（木）
11月22日（木）
◆長門会場…シルバー人材センター事務局
　　　　　　（東深川正明市４区） 
　　　　　　午前10時～ 
◆油谷会場…シルバー人材センター油谷事務所
　　　　　　（油谷新別名） 
　　　　　　午後１時半～

チエブクロー


